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号

平
成
十
七
年
二
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一
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
中
根
康
浩
君
提
出
施
設
、
学
校
等
に
お
け
る
障
害
者
（
児
）
虐
待
防
止
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書

を
送
付
す
る
。

平
成
十
七
年
二
月
一
日
受
領

答

弁

第

六

号



衆
議
院
議
員
中
根
康
浩
君
提
出
施
設
、
学
校
等
に
お
け
る
障
害
者
（
児
）
虐
待
防
止
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

（
�
）
に
つ
い
て

虐
待
の
う
わ
さ
や
内
部
通
報
な
ど
が
あ
り
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律

第
四
十
五
号
）
第
七
十
条
等
の
規
定
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
等
が
、
社
会
福
祉
施
設
の
検
査
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

学
校
に
つ
い
て
は
、
学
校
を
設
置
し
、
又
は
学
校
の
設
置
者
た
る
法
人
等
を
所
轄
す
る
地
方
公
共
団
体
等
が
、
そ
の
設
置

す
る
学
校
の
管
理
の
一
環
と
し
て
、
又
は
当
該
法
人
等
の
協
力
を
得
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
調
査
等
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
虐
待
に
つ
い
て
の
内
部
通
報
が
地
方
公
共
団
体
等
に
あ
っ
た
場
合
、
通
報
を
受
け
た
地
方
公
共
団
体
等
の
職
員
は
、

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
三
十
四
条
等
の
規
定
に
よ
り
、
職
務
上
知
り
得
た
秘
密
を
漏

ら
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
当
該
通
報
を
行
っ
た
者
の
保
護
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

（
�
）
に
つ
い
て

都
道
府
県
知
事
等
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
一
回
は
社
会
福
祉
施
設
に
対
し
て
実
地
に
一
般
監
査
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る

一



ほ
か
、
入
所
者
の
家
族
等
の
通
報
等
が
あ
り
、
社
会
福
祉
施
設
の
運
営
に
不
正
又
は
著
し
く
不
当
な
行
為
が
あ
る
と
疑
わ
れ

る
と
き
は
特
別
監
査
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
監
査
を
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
虐
待
の
実
態
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
に
つ
い
て
は
、
学
校
を
設
置
し
、
又
は
学
校
の
設
置
者
た
る
法
人
等
を
所
轄
す
る
地
方
公
共
団
体
等
が
、
そ

の
設
置
す
る
学
校
の
管
理
の
一
環
と
し
て
、
又
は
当
該
法
人
等
の
協
力
を
得
て
、
虐
待
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
国
に
お
い
て
社
会
福
祉
施
設
及
び
学
校
に
お
け
る
障
害
者
及
び
障
害
児
の
虐
待
に
つ
い

て
の
全
国
的
規
模
の
実
態
調
査
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

（
�
）
に
つ
い
て

社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
障
害
者
及
び
障
害
児
の
虐
待
を
防
止
す
る
た
め
に
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法

律
第
二
百
八
十
三
号
）
等
の
規
定
に
基
づ
く
施
設
の
最
低
基
準
に
お
い
て
、
人
権
に
配
慮
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
在
り
方

を
定
め
る
と
と
も
に
虐
待
を
含
め
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
の
苦
情
解
決
体
制
の
整
備
を
義
務
付
け
て
い
る

ほ
か
、
都
道
府
県
知
事
等
は
監
査
等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
学
校
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年

二



法
律
第
二
十
六
号
）
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
学
校
に
お
け
る
体
罰
を
禁
止
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
会
議
等
を
通
じ

て
、社
会
福
祉
施
設
や
学
校
に
お
い
て
虐
待
等
の
不
適
切
な
行
為
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
指
導
も
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

政
府
と
し
て
は
、
障
害
者
及
び
障
害
児
の
虐
待
を
十
分
防
止
で
き
る
よ
う
こ
れ
ら
の
取
組
を
徹
底
し
て
ま
い
り
た
い
。

三


